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（台湾）新型コロナウィルス流行と対応の状況について 

台湾では、2020 年 12 月に約 8 か月ぶりに域内感染者

が発生し、その後病院関係者を中心に十数人の感染者が

発生し、接触者の隔離等の措置が取られていましたが、現

在では域内感染の状況は再び落ち着きを取り戻しておりま

す。そのような状況で一部の感染予防策、渡航制限の緩

和が発表されました。 

【入境制限の一部緩和】 

2 月 24 日中央感染症指揮センターは一時的に停止して

いた短期ビジネス目的での台湾渡航を一部緩和する措置

を実施します。渡航の際には事前に在外の所定窓口でビ

ザの申請をする必要があります。 

対象国のうち、感染リスクが低または中低の場合には、隔

離期間の短縮措置も再開されます。低リスク国からは 5 日

間、中低リスク国からは 7 日間となり、最終日に自費検査

を受け陰性であれば外出が可能となります。 

ただし、入境 14 日間は行動の記録や、不特定多数との接触は禁止され、また 14 日経過後のさらに 7 日間

は自主管理が求められます。 

【ノービザ滞在の再延長措置について】 

2 月 8 日内政部移民署は 2020 年 3 月 21 日以前に台湾に合法的に入境し、滞在期間が 180 日を超え

る場合は、30 日間の滞在期間延長を発表しました。延長には特段の手続きは不要であり、自動で延長されま

す。これにより既に台湾にいながら本来の滞在期間が過ぎてしまっていた外国人は、引き続き台湾滞在が可能で

す。ノービザ延長措置で滞在している日本人は自身がいつまで滞在可能か再度確認することをお勧めします。 
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・感染者・死亡者速報通知(2021 年 2 月 26 日付) 


